
第4学年
2月17日

「図画工作」学習指導案
(金) 2階アトリエ 1 0

題材名

2 題材について

本題材設定は,給食配膳台を新調した際,使わなくなった天板を図工部で引き取りその活用方怯を

思案していたことに端を発している。磁石が反応する材'質とアトリェ作業台に程よく収まるグループ活
動に適した大きさの特色を生かして,マグネット式ビー玉ゲームを祥梦貝した。

図画工作の題材で「ビー玉ゲーム」は,学年を問わず子どもたちに人気がある。複雑で華やかな動き
や音力q士1旧まれた電子ゲームが身近にある現在においても,時代を超えてその人気に変わりないしか

し,従来のビー玉ゲームは,基本的に個人活動である。また,板や厚紙を士会として釘や工作用紙讐

でコースや障害物を固定し,ビー玉の行方を胴整してビー玉が多様に転がる様を鄭しむ嫡造になってぃ

る。従って,固定した釘や障害物等の修正には時間を要し,・靭りのない作業へ流れる傾向がある。

そこで本題材では,ニースや障害物の固定や移動の試行錯誤が自在な磁石を使うことで,ファミリー

単位の恊側伯勺活動の融通姓を担保する櫛造改善を試みた。また,本時では,ゴールへゆっくゆ山りっく ,

楽しく美しい感じに表現tる,という課題も設定した。それは,謬U醐解決に向けた,ためして,見っけて,
想み立てるという協側珀辧舌動の剣'話の中にこそ,図画工作における"てっがくtること"があり,そこ

では,図画工作特有の多様な言語による対話があると考えたからである。そしてその対話を通して創
造された共通了解の証として作品が製作されたと仮説するならぱ,図画工作の学習そのものが"てっが
くすること"と言えるのではないかと肴えるに至った。

ためして見つけて組み立てよう

00~10 40

ーマグネット式ビー玉ゲームー

話し合い

3 学習指導計画(3時問目/全4時間)

1次マグネツト式ビー玉ゲームをっく 0て遊ぽう(造形遊び)。・・,2f寺問 a学抑14月)

2次楽しく美しいマグネット式ビー玉ゲームをっくろう(工作)。・'・1時間(本ヨ詞
3次楽しく美しいマグネット式ビー玉ゲームを楽しもう仔盛1!D ・・・1喝胴司

10

授業者堀井武彦

55~11:45

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

ファミリーでアイデアを交流し,工夫して,楽しく美しいマグネット式ビー玉ゲームをっくる。
(2)予想される本時の展開

1 コース設定や全体の感じ q士掛けや装飾等)

についてイメージを交流し構想を立てる。

2 マグネットを並べながら,コース取りや展開

を試したり,仕掛けや装飾をつくったりする。

3 必要に応じてコースづくり,仕掛けづくり,

装飾づくり等の作業を分担する。

4 全体の感じを確認したり,他のファミリーの

活動を参ぢにしたりして活動する。

5 題名を芦えて名札に志K。

主な学習活動と子どもの姿

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

図画工作特有の多様な言語による対話を通して,共通理解を創造しながら活動することができたか。

留意

・天板の短辺と長辺のどちらを上にしてもよいこ

とを伝える。

・マグネットの形,色,大きさ,長さ,数は共通

に准備tる。

・寺"則のストップウォッチは,創・9台をU勤荷する。

・天板への固建は,マグネットの磁力を原則と

し,仕掛けや装飾の接着は,両面テープ又はセ

ロテープに限ることを伝える。

・必要に応じて作業分担しても,ビー玉を転がす

活動は,彪、ず全員が経験するように伝える。
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